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訓

令
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G
G
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G
G
G
G
G
G
G
G
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日

号
外

ペ
ー
ジ

〇
内

閣

府

五

内
閣
府
政
策
統
括
官
の
職
務

分
担
に
関
す
る
訓
令
の
一
部

を
改
正
す
る
訓
令

二
七

一

告

示

G
G
G
G
G
G
G
G
G
G
G
G
G
G
G
G
G
G
G
G
G
G

G
G
G
G
G
G
G
G
G
G
G
G
G
G
G
G
G
G
G
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G

〇
内

閣

一

国
事
に
関
す
る
行
為
の
委
任

に
つ
い
て

一
六
特4

一

〇
内

閣

府

三
六

構
造
改
革
特
別
区
域
計
画
の

変
更
を
認
定
し
た
件

一
四

二

三
七

〃

二
八

一

〇
内

閣

府
、
復

興

庁
、

総

務

省
、
財

務

省
、

農
林
水
産
省
、
経
済
産
業
省

一

株
式
会
社
東
日
本
大
震
災
事

業
者
再
生
支
援
機
構
法
第
十

九
条
第
一
項
の
地
域
を
定
め

る
政
令
第
二
号
に
規
定
す
る

内
閣
総
理
大
臣
、総
務
大
臣
、

財
務
大
臣
、
農
林
水
産
大
臣

及
び
経
済
産
業
大
臣
が
定
め

る
地
域
を
定
め
る
件

二
二
40

一
六

二

株
式
会
社
東
日
本
大
震
災
事

業
者
再
生
支
援
機
構
法
第
二

十
九
条
第
一
項
第
一
号
に
規

定
す
る
主
務
大
臣
が
定
め
る

基
準
を
定
め
る
件

二
二
40

一
七

三

株
式
会
社
東
日
本
大
震
災
事

業
者
再
生
支
援
機
構
法
施
行

規
則
第
五
条
第
二
号
に
規
定

す
る
主
務
大
臣
が
必
要
な
も

の
と
し
て
あ
ら
か
じ
め
定
め

る
場
合
を
定
め
る
件

二
二
40

一
七

〇
内

閣

府
、
総

務

省
、

法

務

省
、
外

務

省
、

財

務

省
、
文
部
科
学
省
、

厚
生
労
働
省
、
農
林
水
産
省
、

経
済
産
業
省
、
国
土
交
通
省
、

環

境

省
、
防

衛

省

一

事
業
活
動
に
伴
う
温
室
効
果

ガ
ス
の
排
出
抑
制
等
及
び
日

常
生
活
に
お
け
る
温
室
効
果

ガ
ス
の
排
出
抑
制
へ
の
寄
与

に
係
る
事
業
者
が
講
ず
べ
き

措
置
に
関
し
て
、
そ
の
適
切

か
つ
有
効
な
実
施
を
図
る
た

め
に
必
要
な
指
針

九
30

一

〇
国
家
公
安
委
員
会

六

運
転
シ
ミ
ュ
レ
ー
タ
ー
の
型

式
認
定
番
号
を
指
定
し
た
件

三
26

四
四

〇
金

融

庁

六

保
険
業
法
第
二
百
九
条
第
二

号
の
規
定
に
よ
る
届
出
に
関

す
る
件

一
五

二

七

銀
行
法
施
行
規
則
第
十
七
条

の
三
第
二
項
第
三
号
及
び
第

三
十
八
号
の
規
定
に
基
づ
く

銀
行
等
の
子
会
社
が
営
む
こ

と
の
で
き
る
業
務
か
ら
除
か

れ
る
業
務
等
を
定
め
る
件
等

の
一
部
を
改
正
す
る
件

一
五
34

三
九

八

資
産
を
買
い
取
る
場
合
の
価

格
を
定
め
る
た
め
の
基
準
及

び
資
産
の
買
取
り
の
決
定
に

係
る
承
認
を
行
う
た
め
の
基

準
を
定
め
る
件
等
の
一
部
を

改
正
す
る
件

二
二
40

一
七

九

保
険
業
法
第
二
百
九
条
第
二

号
の
規
定
に
よ
る
届
出
に
関

す
る
件

二
三

一

一
〇

〃

二
九

三

〇
金
融
庁
、
法
務
省
、

財
務
省

一

社
債
、
株
式
等
の
振
替
に
関

す
る
法
律
第
四
十
四
条
第
一

項
第
十
三
号
の
規
定
に
基
づ

き
口
座
管
理
機
関
を
指
定
す

る
件
の
一
部
を
改
正
す
る
件

三

二

〇
金

融

庁
、
財
務
省
、

経
済
産
業
省

一

株
式
会
社
商
工
組
合
中
央
金

庫
法
第
二
十
三
条
第
一
項
の

規
定
に
基
づ
き
、
株
式
会
社

商
工
組
合
中
央
金
庫
が
そ
の

経
営
の
健
全
性
を
判
断
す
る

た
め
の
基
準
の
一
部
を
改
正

す
る
件

二
二
40

一
八

〇
金
融
庁
、
厚
生
労
働
省

一

労
働
金
庫
法
施
行
規
則
第
四

十
五
条
第
五
項
第
三
号
、
第

十
一
号
及
び
第
三
十
八
号
の

規
定
に
基
づ
く
労
働
金
庫
又

は
労
働
金
庫
連
合
会
の
子
会

社
が
営
む
こ
と
の
で
き
る
業

務
か
ら
除
か
れ
る
業
務
等
を

定
め
る
件
等
の
一
部
を
改
正

す
る
件

一
五
34

四
〇

二

労
働
金
庫
法
第
九
十
四
条
第

一
項
に
お
い
て
準
用
す
る
銀

行
法
第
十
四
条
の
二
の
規
定

に
基
づ
き
、
労
働
金
庫
及
び

労
働
金
庫
連
合
会
が
そ
の
保

有
す
る
資
産
等
に
照
ら
し
自

己
資
本
の
充
実
の
状
況
が
適

当
で
あ
る
か
ど
う
か
を
判
断

す
る
た
め
の
基
準
の
一
部
を

改
正
す
る
件

二
二
40

一
八

〇
金
融
庁
、
農
林
水
産
省

一

農
業
協
同
組
合
及
び
農
業
協

同
組
合
連
合
会
の
信
用
事
業

に
関
す
る
命
令
第
三
十
五
条

第
二
項
第
二
号
、
第
十
二
号

及
び
第
三
十
号
の
規
定
に
基

づ
き
、
組
合
等
の
子
会
社
が

営
む
こ
と
の
で
き
る
業
務
か

ら
除
か
れ
る
業
務
等
を
定
め

る
件
の
一
部
を
改
正
す
る
件

一
五
34

四
〇

二

漁
業
協
同
組
合
等
の
信
用
事

業
等
に
関
す
る
命
令
第
二
十

六
条
第
三
項
第
二
号
等
の
規

定
に
基
づ
き
、
漁
業
協
同
組

合
等
の
子
会
社
が
営
む
こ
と

の
で
き
る
業
務
か
ら
除
か
れ

る
業
務
等
を
定
め
る
件
の
一

部
を
改
正
す
る
件

一
五
34

四
〇

三

農
林
中
央
金
庫
法
の
施
行
に

関
し
定
め
る
件
の
一
部
を
改

正
す
る
件

一
五
34

四
〇

四

農
業
協
同
組
合
等
が
そ
の
経

営
の
健
全
性
を
判
断
す
る
た

め
の
基
準
等
の
一
部
を
改
正

す
る
件

二
二
40

一
八

〇
消
費
者
庁

一

適
格
消
費
者
団
体
を
公
示
す

る
件

二
〇

三

〇
復

興

庁

一

復
興
庁
が
必
要
な
予
算
を
一

括
し
て
要
求
し
、
確
保
す
る

事
業
及
び
復
興
庁
が
実
施
に

関
す
る
計
画
を
定
め
る
事
業

を
定
め
る
件

一
〇
31

四

〇
総

務

省

一
九

特
定
周
波
数
変
更
対
策
業
務

及
び
特
定
周
波
数
終
了
対
策

業
務
に
関
す
る
規
則
第
二
十

九
条
第
一
項
の
規
定
に
基
づ

き
、
特
定
周
波
数
終
了
対
策

業
務
を
行
う
登
録
周
波
数
終

了
対
策
機
関
を
指
定
し
た
件

三

二

›
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